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一般産業用 2段型 サーボ弁
G761シリーズ流量制御サーボ弁は、4方弁を初め3方弁の用途に利用される絞り弁です。
これらは7.0MPaの弁圧力損失で3.8～63.0L/minの範囲に及ぶ定格流量の2段型サーボ弁です。出力段は中立でポートブ
ロックの4方弁標準のスプール式です。パイロット段は左右対称形状であり、1対のノズルとフラッパーが1組のエアギャッ
プを持つドライトルクモータで駆動される方式です。スプール位置のフィードバックは片持ちスプリングにより行なわれま
す。サーボ弁の設計はシンプルで堅牢であり、長時間の使用に対して信頼性が保たれるものになっています。これらのサー
ボ弁は、電気－油圧式の動的特性を要求されるシステムで位置制御、速度制御、圧力又は力の制御等を行なうのに適してい
ます。

作動原理
●入力電流がマグネットコイルに流れ、アマチュアに磁気的極性を与えます。
●アマチュアは、上下磁極との磁気的関係により、入力電流の大きさと極性に応じて傾きます（トルク発生）。左右のノズル
の中間に位置していたフラッパーは、アマチュアと一体のため、アマチュアの傾きにつれて変位し、左右のノズル背圧を
変化させます。（フラッパーが近づいた方のノズル背圧は上がり、遠ざかった方のノズル背圧は下がります。）

●左右のノズル背圧は、スプール両端に導かれており、背圧の変化はスプールを変位させます。
●スプールの変位は、アマチュアと一体構造のフィールドバックスプリングに、アマチュアの磁気的トルクと正反対のトル
クを発生させ、フラッパーを中立位置まで引き戻します。フラッパーが中立位置に戻ると、左右のノズル背圧は等しくな
り、スプールはその位置で停止します。

●以上のような原理により、サーボ弁のスプールは、入力電流の極性と大きさに比例した弁開度を保つことが出来ます。

特　　徴
■ドライトルクモータを用いた2段型設計 ■高い分解能と低いヒステリシス
■低摩擦のダブルノズルパイロット ■工場における完璧なセットアップ
■高いスプール駆動力 ■オプションの分離型外部パイロットポート
■高い応答性 ■交換可能なパイロット段用ディスクフィルター
■頑強で、長寿命設計 

実際の流量は、電気的入力と圧力損失に依存します。圧力損失によって流量が変化するのは、シャープエッジオリフィスと
しての圧力の平方根に比例するという計算で求められます。

概　要

Q［L/min］＝計算上の流量 QN［L/min］＝定格流量
ΔP［MPa］＝実際の圧力損失 ΔPN［MPa］＝定格圧力損失Q=QN

ΔP

ΔPN
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XBTAP

供給圧力※1
P、X、AおよびBポート 最高31.5MPa（静的圧力）
Tポート 最高31.5MPa（静的圧力）

使用温度
作動油 －29～135℃
周囲温度 －29～135℃

シール材※2 VITON（フッ素ゴム系）

作 動 油
一般的作動油に対応、その他の作動油には要求により対応
します。

推奨粘度 10～100mm2/s  ＠38℃

システムフィルトレーション
高圧フィルター（バイパスなし、目詰まり検知付）のフィ
ルターをメインラインに設置、又可能であればサーボ弁の
直前の上流に設置します。
ムーグのフィルターカタログの推奨回路を参照下さい。

清 浄 度
清浄度の高い作動油はサーボ弁の性能（スプール位置制御、
高分解能）、そして磨耗（制御エッジ、圧力ゲイン、漏れ
量）に大いに影響を与えます。

推奨清浄度 通常動作：ISO 4406 ＜ 14/11
 長寿命　：ISO 4406 ＜ 13/10

フィルター粗さ 推奨値
 通常動作：β10≧75（10μm絶対）
 長寿命　：β5≧75（5μm絶対）

取付け方向 あらゆる箇所に取付け可能

耐 震 性  30g、3軸方向

質 量 1.1Kg（スティールボディでは1.8kg）

耐環境性 EN50529P:class　IP65　相コネク
 タ装着時

出荷プレート 油をシールする出荷プレートを取付
 けて出荷されます。

※1 サーボ弁は、通常一定供給圧力の条件下で使用するもの
ですので、供給圧力の変動は極力避けてください。
また、供給圧力を直接ON←→OFFして繰り返すような
使い方はしないでください。

※2 要求により別の種類のシールに対応します。

※3 最大開度のときのサーボ弁流量（入力信号100%）
は弁圧力損失に依存します。

技術データ
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G761-3001,3002,3003

G761-3001,3002,3003
G761-3004
G761-3005

G761-3004 G761-3005

■周波数応答

■ステップ応答

G761シリーズサーボ弁代表応答特性

技術データ
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モデル番号 G761－……

取付けパターン ISO10372-04-04-0-92

サーボ弁ボディ形式
4方弁
2段型  スプール・ブッシング・アセンブリー

パイロット段 ノズル／フラッパー

パイロット接続 内部接続（オプション：外部接続）

作動油供給
G761シリーズサーボ弁は安定した供給圧力で
駆動されるよう設計されています。

供給圧力
最小
最大標準

1.4MPa
31.5MPa

供給側耐圧
Pポートにおいて
Tポートにおいて

47.3MPa（静圧）
31.5MPa（静圧）

定格流量許容範囲 ＠7.0Mpa　弁圧力損失時   [%] ±10

対称性 [%] ＜10

スレッショルド※1 [%] ＜0.5

ヒステリシス※2 [%] ＜3.0

中立点変動

温度差55℃にて[%]
加速度100m/s2にて[%]
供給圧力7.0MPa変動時 [%]
戻り側圧力0～3.5MPa変動時 [%]

＜2.0
＜2.0
＜2.0
＜2.0

※1 パイロット圧力又は供給圧力21.0MPaで計測
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パイロット接続方式 
セットスクリューの取付け位置
（M4×6 JIS B 1176）

Xポート Pポート
内部Pパイロット方式 取付け  取外し
外部Xパイロット方式  取外し 取付け

取付け寸法図

1.標準電気接続はMS3106F14S-2S又は相当品

2.取付けマニフォールドはISO 10372-04-04-0-92に準拠して
下さい。サーボ弁取付け面は粗さ0.8a、平面度は0.01以内
必要です。

3.外部中立調整方法は中立点調整部分（3/32 六角レンチ）を右
回しに回すとBポートの流量が増加します。中立点を回転さ
せる事により、ポートの流量中立点は連続して変化します。

技術データ

内部および外部パイロット接続方式の変更方法

セットスクリュー
（M4×6 JIS B1176）

Pポート 

Pポート 

P A B T X G F1 F2 F3 F4

φ7.9 φ7.9 φ7.9 φ7.9 φ4.0 φ3.6 M8 M8 M8 M8

X 22.1 11.2 33.3 22.1 33.3 12.2 0 44.5 44.5 0

Y 21.3 32.5 32.5 43.7 8.6 19.8 0 0 65.0 65.0

単位 : mm
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並　列  直　列 シングル

抵　　抗 ［Ω］ 40 160 80

定格電流 ［mA］ ±40 ±20 ±40

インダクタンス ［H］ 0.10 0.36 0.12

電　　力 ［W］ 0.064 0.064 0.128

右の入力のとき
油の流れはP→B、A→T方向

AおよびC（＋）
BおよびD（－）

A（＋）、D（－）
A（＋）、B（－）または

C（＋）、D（－）

電気的接続

■定格電流およびコイル抵抗値

G761リーズサーボ弁では、数種類の抵抗値のコイルが準備されています。

■コイル接続
標準は4ピンのボックスコネクタ（相コネクタがMS3106F14S-2S）です。
トルクモータからの4本のリード線はサーボ弁のコネクタ部にそれぞれ接続されているので、
コイルは直列、並列およびシングルの何れかで使用可能です。

■サーボアンプ
サーボ弁は入力電流に対応して動作するので、サーボアンプは、高い内部インピーダンスの
もの（電流フィードバックを有するもの）が必要です。このようなサーボアンプを使用すること
で、コイルインダクタンスの影響を低減しコイルの抵抗の種類を変更してもその影響を最小
限に抑えます。

注記：パイロット段の圧力を供給してから電気信号を印加して下さい。

技術データ

結線方式
（代表的なG761シリーズコイルの例）
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■標準機種一覧

■付属品およびアクセサリー部品

部 品 サイズ 部品番号

FPM85ショアO－リング（出荷時に含む）
P、T、A、B

X
10.8×1.8mm
9.25×1.8mm

P/N 42082-022
P/N 42082-013

コネクタ、防水IP65（出荷時に含まない） P/N 49054F14S2S (MS3106F14S2S)
フラッシングプレート P/N 55124

据え付けボルト（出荷時に含まない） M8-1.25×45mm（4個) B64929-8B45
取替え用フィルターキット P/N C49580-001

パイロット接続方式切り換え用セットスクリュー M4×6 JIS B 1176 P/N 66098 040 006
同上セットスクリュー用シール P/N A25528 040

モデル番号 仕様表示記号

定格流量
弁圧力降下7.0MPa

内部漏洩量
供給圧力21.0MPa

定格電流
コイル直列結線時

コイル抵抗

（L/min） （L/min） （mA） （Ω）

G761-3001 H04JOFM4VPL   3.8 1.4 ±20 80

G761-3002 H10JOFM4VPL   9.5 1.8 ±20 80

G761-3003 H19JOGM4VPL 19.0 2.7 ±20 80

G761-3004 H38JOGM4VPL 38.0 2.7 ±20 80

G761-3005 H63JOGM4VPL 63.0 2.7 ±20 80

モデル番号 仕様表示記号

 G761 ・ ・・・・ ・ ・ ・・ J ・ ・ M ・ V P ・

オプション
シリーズごとの仕様

モデル仕様表示記号
工場にて指定

仕様改訂番号

定格流量
流量（L/min）ただしΔP=7 MPa

 04 3.8
 10 9.5
 19 19.0
 38 38.0
 63 62.7

最大供給圧力（P）とボディー材質
 J 31.5 Mpa、アルミ

メインスプール構造
 O 4方弁、ゼロラップ、リニア

100％スプールストローク時の電流
 L ±20mA（直列）

コネクタの向き
 P Pポート側

シール材質
 V FKM（フッ素ゴム）

パイロット接続方式
 4 内部
 5 外部

電気入力カット時のスプール位置
 M 中立点

パイロットステージ
 F 標準フロー
 G ハイフロー

オーダリング・インフォメーション

バルブバージョン
 S 標準応答
 H 高応答
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